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NEWS & INFORMATION

※
広
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
岩
手

日
日
新
聞
社
☎
㉖
５
１
１
１
ま
で
。

広報いちのせき「I-Style」11月15日号の印刷経費は１部18円です。
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●
11
月
の
納
税
…
11
月
は
国
民
健
康
保
険
税
５
期
の
納
付
月
で
す
。納
期
限
は
11
月
30
日
㊎
で
す
。一
関
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

　

ご
近
所
支
え
合
い
活
動
助
成
金
は

①
高
齢
者
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
活

動
②
高
齢
者
等
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
対

象
に
し
た
支
え
合
い
活
動
―
を
支
援

す
る
助
成
金
で
す
。
内
容
は
、
助
成
金

の
説
明
、
県
内
高
齢
者
の
活
動
事
例

紹
介
、
個
別
相
談（
希
望
者
だ
け
）。

◇
日
時
・
場
所
…
11
月
20
日
㊋
13
時

30
分
〜
・
一
関
地
区
合
同
庁
舎
２
階

問
岩
手
県
高
齢
者
社
会
貢
献
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
９
・６
０
６
・

１
７
７
４

　

復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

は
、エ
コ
住
宅
の
新
築
、エ
コ
リ
フ
ォ
ー

低
売
却
価
格
＝
14
万
６
０
０
０
円（
リ

サ
イ
ク
ル
料
、
消
費
税
込
み
）

◇
入
札
日
時
・
会
場
…
12
月
４
日
㊋

10
時
30
分
・
本
庁
会
議
室
棟
第
１
会

議
室（
30
分
前
か
ら
受
け
付
け
開
始
、

10
分
前
に
締
め
切
り
）

◇
参
加
資
格
…
市
内
外
、
事
業
所
、
個

人
を
問
わ
な
い

◇
物
件
の
公
開
…
11
月
26
日
㊊
〜
28

日
㊌
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
。
公

開
場
所
は
本
庁（
要
予
約
：
財
政
課

☎
㉑
２
１
１
１
）

◇
付
帯
条
件
…
①
落
札
後
直
ち
に
契

約
し
、
代
金
は
１
週
間
以
内
に
納
付

す
る
こ
と
②
代
金
納
付
の
確
認
後
、

車
両
登
録
の
名
義
変
更
手
続
き
に
必

要
な
書
類
を
交
付
③
車
両
登
録
の
名

義
変
更
手
続
き
な
ど
は
落
札
者
が
負

担
す
る
④
手
続
き
完
了
後
に
現
物
を

引
き
渡
し（
手
続
き
に
必
要
な
場
合

は
、
事
前
に
仮
渡
し
）⑤
引
き
渡
し
方

家
が
電
話
や
面
接
で
相
談
に
応
じ
ま

す（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）。

◇
日
時
…
11
月
15
日
㊍
13
時
〜
17
時

◇
面
接
相
談
…
岩
手
県
福
祉
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
（
盛
岡
市
）

◇
電
話
相
談
…
☎
０
１
９
・
６
２
５
・

０
１
１
０

問
岩
手
県
弁
護
士
会
高
齢
者
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
委
員
会
幹
事（
東
海

林
法
律
事
務
所
）☎
０
１
９
・６
２
３
・

９
５
１
１

　

公
用
車
を
一
般
競
争
入
札
で
売
却

し
ま
す
。

◇
売
り
払
い
物
件
…
①
平
成
４
年
マ

イ
ク
ロ
バ
ス（
三
菱
）３
・
90
㍑
／
車

検
＝
平
成
25
年
７
月
15
日
）
／
走
行

キ
ロ
数
＝
28
万
６
８
９
３
キ
ロ
／
最

法
は
現
状
渡
し
。
引
き
渡
し
後
の
不

調
や
故
障
の
補
償
は
一
切
行
わ
な
い

※
詳
し
く
は
11
月
30
日
㊎（
㊏
㊐
㊗

を
除
く
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）
ま

で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
本
庁
財
政
課
管
財
係

　

森
林
を
伐
採
、開
発
す
る
際
は
、事

前
に
届
け
出
や
許
可
申
請
の
各
種
手

続
き
が
必
要
で
す
。
森
林
の
伐
採
、
開

発
の
計
画
が
あ
る
場
合
は
、
本
庁
農

地
林
務
課
ま
た
は
県
南
広
域
振
興
局

農
林
部
一
関
農
林
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
安
林
以
外
の
森
林
で
の
立
木
伐

採
、
保
安
林
以
外
の
森
林
で
の
１
へ
ク

タ
ー
ル
を
超
え
る
開
発
行
為
＝
本
庁

NEWS & INFORMATION

で
注
意
す
る
②
山
、
林
、
川
沿
い
の
や

ぶ
に
注
意
す
る
③
野
外
で
農
作
業
す

る
際
は
十
分
注
意
す
る

◇
ク
マ
に
出
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

①
落
ち
着
い
て
、
そ
っ
と
後
ろ
に
下
が

り
な
が
ら
離
れ
る
②
大
声
を
出
し
た

り
、
走
っ
て
逃
げ
た
り
し
な
い

※
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

左
記
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

問
本
庁
農
地
林
務
課
☎
㉑
８
４
３
４

　

一
関
市
博
物
館
は
、
12
月
４
日
㊋
か

ら
12
月
13
日
㊍
ま
で
、
資
料
整
理
の

た
め
休
館
し
ま
す
。

問
市
博
物
館
☎
㉙
３
１
８
０（
休
館
中

の
問
い
合
わ
せ
は
厳
美
公
民
館
☎
㉙

２
２
０
５
ま
で
）

ム
し
た
場
合
に
ポ
イ
ン
ト
が
発
行
さ

れ
、
被
災
地
の
産
品
、
製
品
な
ど
と

交
換
で
き
る
制
度
で
す
。
対
象
工
事

期
限
の
24
年
10
月
ま
で
に
着
工
・
着

手
し
た
住
宅
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
ま

し
ょ
う
。
申
請
に
は
予
約
が
必
要
で

す
。
申
請
期
限（
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
／

25
年
１
月
末
、新
築
一
戸
建
て
／
25
年

４
月
末
）
の
１
カ
月
前
に
は
予
約
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
へ

問
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
☎

０
５
７
０
・２
０
０
・１
２
１（
有
料
）

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

法
律
、
税
金
、
医
療
や
介
護
へ
の
不
安

と
悩
み
、
認
知
症
へ
の
対
応
、
人
生
相

談
な
ど
、
弁
護
士
や
医
師
な
ど
専
門

　

10
月
30
日
午
後
５
時
頃
、
萩
荘
字

打
ノ
目
地
内
の
柿
の
木
の
下
の
畑
で

ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害（
今
年
、
市
内

で
３
件
目
）
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
山
の
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
木
の
実
が

不
作
で
、
人
里
近
く
に
ま
で
出
没
し

て
い
ま
す
。
市
街
地
で
も
ク
マ
の
目
撃

情
報
が
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に
…

①
庭
先
の
柿
や
栗
は
放
置
せ
ず
、
早

め
に
収
穫
す
る
②
収
穫
後
の
農
産
物

や
家
庭
の
生
ご
み
は
屋
外
に
放
置
し

な
い
③
家
の
周
囲
で
ハ
チ
の
巣
を
見

つ
け
た
ら
な
る
べ
く
早
く
取
り
除
く

◇
ク
マ
と
遭
わ
な
い
た
め
に
…
①
早

朝
・
夜
間
は
遭
う
可
能
性
が
高
い
の

農
地
林
務
課
☎
㉑
８
４
３
４
／
保
安

林
で
の
立
木
の
伐
採
や
土
地
の
形
質

の
変
更
、
保
安
林
以
外
の
森
林
で
の

10
へ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
開
発
行
為

＝
県
南
広
域
振
興
局
農
林
部
一
関
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
㉖
１
８
９
３
へ

　

森
林
経
営
計
画
制
度
が
４
月
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
施
業
へ
の
助

成（
森
林
整
備
事
業
補
助
金
）
を
希
望

さ
れ
る
場
合
、
森
林
経
営
計
画
の
作

成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
農
地
林
務
課
☎
㉑
８
４
３
４
・

各
支
所
産
業
経
済
課
／
一
関
農
林

振
興
セ
ン
タ
ー
林
業
振
興
課
☎
㉖

１
８
９
３

高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ん
で
も
１
１
０
番
を
開
設

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」の

被
災
地
の
予
約
申
し
込
み

市
有
財
産
の
売
却

公
用
車
を
売
り
払
い
ま
す

　市税滞納処分のために差し押さえた不動産

を公売します。　

◇公売日時…11月30日㊎10:30～

◇公売場所…本庁会議室棟第２会議室

◇公売財産の表示（所在地番／登記地目／地

積／見積価額／公売保証金）

①（公売中止）②（公売中止）③（土地）一関市

狐禅寺字峰下54番３／宅地120.82㎡（持分

20分の19）／（土地）一関市狐禅寺字峰下

54番 6／畑 248㎡／見積価額 2,480,000円

／ 25万円④（土地）一関市花泉町老松字上宮

沢73番１／原野 98㎡／（土地）一関市花泉

町老松字上宮沢73番2／原野 183㎡（持分

3分の2）（土地）一関市花泉町老松字上宮沢

73番４／原野128㎡（土地）一関市花泉町老

松字上宮沢74番1／宅地 726.35㎡（未登記

建物あり）（土地）一関市花泉町老松字上宮沢

74番3／宅地 59・56㎡（持分3分の2）／見

積価額1,921,000円／ 20万円⑤（土地）一関

市花泉町金沢字動目記24番1／原野 935㎡

／見積価額1,974,000円／ 20万円⑥（土地）

一関市大東町鳥海字古戸前 35番 2／宅地

453.09㎡／見積価額1,673,000円／ 17万円

◇入札に必要なもの…①印鑑②公売保証金

③代理人の場合は委任状④法人の場合は法

人の履歴事項証明書⑤農地は買受適格証明

書　※事情により、全部または一部の物件に

ついて公売を中止する場合があります。あらか

じめ公売財産を確認し、関係公簿などを閲覧

した上で入札してください。市は瑕
か し

疵担保責

任を負いません

問本庁収納課滞納対策係

市税滞納処分

差し押さえた不動産を公売

ク
マ
が
出
没
し
て
い
ま
す

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　皆さん、合併処理浄化槽をご存知ですか。
　市内の多くの家庭が合併処理浄化槽を使用していま

す。快適な生活環境を維持したり、河川などの水質を

保全したりするためには、この合併処理浄化槽の上手
な管理が欠かせません。
　浄化槽の役割などについて、今号から５回シリーズ

でお伝えします。初回は浄化槽の仕組みです。
＜合併処理浄化槽の仕組み＞

　合併処理浄化槽は、「BOD除去型」と「BOD・窒素・
リン除去型」の大きく二つに分けられます。どちらも微
生物の働きで汚水をきれいな水にして放流します。こ

のうち、「BOD・窒素・リン除去型」は、鉄電解法によ

り赤潮などの原因になる窒素やリンも除去できます。

①BOD除去型
　嫌気ろ床接触ばっ気方式

嫌
気
ろ
床
槽

接
触
ば
っ
気
槽

沈
殿
槽

消
毒
槽

流
入

放
流

汚泥 汚泥

固形 物を分 離し、嫌

気性微生物の働きで

有機物を分解する

汚水を浄化した微生

物のかたまりは、汚泥

として沈殿分離する

きれいになっ

た 処 理 水 を

消 毒 剤 で 消

毒して放流

ブロワで空気を送り、接触材に

付着、増殖した好気性微生物

の働きで汚水を浄化する

②BOD・窒素・リン除去型
　流量調整型・嫌気ろ床担体流動生物ろ過
　循環方式＋リン除去装置

嫌
気
ろ
床
槽
第
一
室

担
体
流
動
生
物
ろ
過
槽

（
リ
ン
除
去
室
）

処
理
水
槽

計
量
装
置

流
入

放
流

消
毒
槽

固形物を分離し、嫌気

性微生物の働きで有機

物を分解。酸化態窒素

の還元脱窒を行う

汚水中の有機物の分解、除去およびアンモ

ニアの硝化を微生物の働きにより行う。担体

（ろ過材）によりSS（浮遊物質）をろ過する

逆洗水

循環水

流量調整部分。時間変動の
大きい流入水量を均一化

担体流動生物ろ過槽で処

理された水を一時的に貯留

放 流 水量の調

整等を行う

消毒槽の働きは、嫌気ろ床
接触ばっ気方式と同じ

●シリーズ
vol.1

合併処理浄化槽の
あれこれを
シリーズで紹介します

問本庁下水道課☎㉑8584または各支所水道課

ご
近
所
支
え
合
い
活
動
助
成
金

な
ど
各
種
助
成
の
説
明
会

12
月
４
日
か
ら
13
日
ま
で

一
関
市
博
物
館
が
休
館

森
林
施
業
へ
の

助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

森
林
の
伐
採
、開
発
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す


